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びているものに， BLAST(Belllaboratories LAyered Space-Time architecture) [15]とSTC(Space-
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coded Co-channel interference Canceller)及び干渉、キャンセル等化器 (ICE:lnterferenceCancel-
ing Equalizer) [3]がある.TCCについては次の項で説明を行うため，ここでは本質的な部分につ























工作(n)12= 工作(n)-Yest(n)12 (2.1) 
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なるようにタップ係数を更新する.実際にはタップ。係数を wT(n)= [ωo(n)，W1(n)γ ・1 切K(n)]，





ν(n) = wH(n -l)u(n) (2.2) 
α(n) =γ(n) -y(n) (2.3) 
































































る.一例として，J = 2 (所望波干渉波 l波ずつ計2波)， K = 2，変調多値数M=2のときのト
レリス図を図 2.3に示す.
この図の意味を説明する.いま，所望波の lシンボ、ノレ前， 2シンボ、ノレ前の信号をUc(l)'Uc(2) ，干
渉波の lシンボ、ル前， 2シンボ、ノレ前の信号を Ui(l)'Ui(2)とし，このときの状態を8UC(2)UC(1)Ui(2)Ui(1) 
とおし現在の所望波，干渉波の信号がそれぞれUc(O)， Ui(O)であるとき状態は，8UC(1)UC(O)Ui(1)Ui(O) 
























U(j) (n) = m(j) (s(j) (n)， s(j) (n -1)， .グ(j)(n -L十 1)) (2.13) 
ただし，j (1:; j三J)番自の波での情報シンボル系列をい(j)(n)}とし， TCMの拘束長をL



























ザ ..~......ふと 剛~-岨- ~ 4守備即ー訓ー剖:~・-! - - -~ - - - ~ 
v v 
出力を
y = [y2(D)， yl(D)， yO(D)] (2.15) 
パリティ検査行列を
H = [H2(D)， H1(D)， HO(D)] (2.16) 
内)= h~日日D1
H1 (D) = h~D3 + h~D2 + htD1 (2.17) 
とし，出力νを
y=xG (2.18) 
G= 1 1， 0ぅ H2(D)/HO(D)|










ICE， TCCが用いる MLSEの状態数削減法として Mアルゴリズム [28ぅ29]とTアルゴリズ
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CL = Co， Cl， C2γ.. ，CL-l (3.1) 
とする.この系列を受信機側で
Ci1COヲCl，C2，・， Ck-l，ek，' .. ，ek+lぅCk十川ぅ ・，CL-l (3.2) 




数 2 を示す.このときむを C~ と誤って判定する確率をべアワイズ誤り率 (PWEP:PairWise Er-
ror Probability) と呼ぶ • CL と C~ の系列間のユークリッド距離をぬとすると次式のようになる.
dSz玄leil2 (3.3) 
i=k 
また l 信号あたりの平均受信エネルギを Es ， 雑音電力密度を No とすると P(CL → C~) は次式で
表される [3].


































c:， ..c; C~ ¥1/ L・…・ 2¥1/










( 1Id(c， e)112 Es¥ 
P(c→elc)三-exp(-i(3.8)









。m(t)= [αlm(t)，α2m(t)ぅ・・・ ?αJm(t)] (3.10) 
さらに















C(t) = V(t)D(t)V(t)H (3.14) 
30 
次にD(t)の対角成分をDjj(t)と表すと，これらはC(t)の固有値と等しく，実数である.いま
[s1m(t)， s2m(t)，・・.，sJm(t)] = nm(t)V(t) (3.15) 
なるのm(t)を考える.すると
M 
nm(t)C(t)n~(t) =乞Isjm(t)12Djj(t) (3.16) 
j=l 
となる • V(t)はユニタリ行列であるので均m(t)の確率密度関数p(Isjm (t) 1)はαjm(t)の確率密度
関数p(1αjm(t)l)に等しくなるので
p(Isjm(t)l) = 2Isjm(t)1 exp( -Isjm(t)12) (3.17) 
のレイリ一分布で与えられる.
よって式(3.8)は
I M L J 、
P(c → elc) 三~exp (一品 EJZEJ193m(t)|2Djj(t))
















この式を用いて評価を行う.1例としてエラーイベント数1， J = 2， m = 1の場合 Dl1(l)= 












インタリーブサイズ 2 [32] 
情報系列 250シンボル
送受信機数 2xl， 3xl， 4x1 
となる 特に哉>>1とみなせる場合
( Es ¥-2 




d~ = (1ム1(1)12+1ム2(1)12)(1ム1(2)12+ 1ム2(2) 12) (3.24) 
すると式(3.23)は
Pト e)" 2~all (ま)I- (3.25) 
となる.この式より dpを大きくすればP(c→ e)を小さくできることが分かる.また定義より
積距離dpの2乗は分岐時の各信号の信号点距離の 2乗和 jム1(1) 12十|ム2(1)12と合流時の 2乗和
|ム1(2)12+ 1ム2(2)12との積と考えられる.まとめると積距離を大きくするマッピングは符号化利
得の向上効果が大きいといえる.
次に各フレーム毎の平均誤りビット数をα(c→e)，BERの上界を Pb，upper' 下界を Pb，lowerと
おくと
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d~ = 1γ 一子12
と表すことができるので
= IA1(C1 -e1) + A2(C2 -e2)12 
= IA1ム1+A2ム212









となり，ユークリッド距離の最小値を dE，min' 最大値を dE，maxとすると
d~，min = IA1ム11-IA2ム212
d~，max = IA1ム1+ IA2ム212
となる.いま 2信号の強度が等しい準静的伝搬路を考えると
とおけるので，d~，min' d~，max は
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d;11ム1(1)121ム1(2)12十Is2(1)12Is2(2)12+ 1ム1(1)12Is2(2)12十|ム2(1)121ム1(2)12 (4.16) 
となる • d~ll = Is1(1)121ム1( 2 ) 12，d~22 = 1ム2(1)121ム2(2)12，
d~12 = 1ム1(1)121ム2(2)12，d~21 = Iム2(1)121ム1(2) 12とおくと式 (4.16)は
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インタリーブサイズ 2 [32] 
情報系列 250シンボル
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図 4.6:レイリーフェージング伝搬路における 2x 1の特性図
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いま図 4.14に示した 16QAMのマツゼング (prop23)を考える.このマッピングの距離集合
ムprop23は






o 5 10 15 20 25 30 
ave. Eb/No(dB) 
図 4.12:レイリーフェージング伝搬路における 4x 1の特性図
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d~ d~ _，__1 ^  ^ _ ¥と定義すると，E，min(ムprop21ムprop23)' U，E，min(ムprop22'ムprop23) 
d~，min(ムprop2 1 ，ムprop2 3) = 1.41 -1.9612 ( 4.22) 



























数 lの場合のシミュレーション結果を図 4.17，図 4.18に示す.両図から分かるようにこのマッ
ピングは準静的伝搬路，レイリーフェージング伝搬路の両方において優れた特性を示す.準静的
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図 4.22:平均Eb/NO= 10dB 時の仲上・ライスフェージング伝搬路における 3x 3の特性図
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